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　今から約100年余前、日本の
みならず全世界で瞬く間にまん
延し、「史上最悪のインフルエン
ザ」（歴史学者アルフレッド・Ｗ・
クロスビー）と言われたスペイ
ン・インフルエンザ（通称「スペ
イン風邪」）。宇都宮ではどのよ
うに感染拡大し、その影響はど
の程度だったのでしょうか？

栃
木
県
歴
史
文
化
研
究
会  

下
田　
太
郎

ス
ペ
イ
ン・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
と
宇
都
宮

　

2
0
1
9
年
12
月
に
中
国
・
武
漢
か
ら
拡
が
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染（
C
O
V
I
D
-19
、

以
下「
新
型
コ
ロ
ナ
」と
略
し
ま
す
）は
、
翌
20
年

1
月
に
日
本
国
内
で
感
染
が
初
確
認
さ
れ
、
3

月
に
は
W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）に
よ
っ
て
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク（
世
界
的
大
流
行
）の
状
態
に
あ
る
と
宣

言
さ
れ
ま
し
た
。
今
な
お
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
を
憂
慮
し
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
歴
史
的
に

と
て
も
参
考
に
な
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。
今
か
ら
お

よ
そ
1
0
0
年
前
の
1
9
1
8
年
か
ら
1
9
2
0

年
に
か
け
て
大
流
行
し
た
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ（
当
時
は「
流
行（
性
）感
冒
」、「
悪
性
感
冒
」

な
ど
と
表
現
）で
す
。
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
宇
都

宮
も
決
し
て
無
縁
で
は
な
く
、
そ
の
影
響
は
深
刻

で
し
た
。

罹
患
者
・
死
亡
者
数
と
主
な
症
状

　
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、
こ
れ
ま
で
ヒ
ト

に
感
染
し
な
か
っ
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が

突
然
変
異
し
、
ヒ
ト
に
感
染
・
伝
播
す
る
よ
う
変

化
し
た
感
染
症
で
す
。
こ
の
こ
と
が
科
学
的
に
証

明
さ
れ
た
の
は
1
9
9
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で

し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
感
染
症
の
名
称
は
、
当

時
第
一
次
世
界
大
戦
中
で
各
国
が
報
道
管
制
を
敷

く
中
、
中
立
国
の
ス
ペ
イ
ン
で
い
ち
早
く
感
染
の
流

行
を
報
じ
た
た
め
名
付
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す（
ス
ペ
イ
ン
に
と
って
は
迷
惑
な
話
で
す
が
）。

　

記
録
に
残
る
も
っ
と
も
早
い
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
発
生
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
の

1
9
1
8
年
3
月
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ン
ザ
ス
州
の

新
兵
訓
練
所
で
の
集
団
感
染
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
以
降
、
兵
士
た
ち
を
ヨ
ー
ロッ
パ
の
戦
場
へ
と

大
量
輸
送
し
た
こ
と
で
全
世
界
に
拡
大
し
、
約
3

年
間
猛
威
を
ふ
る
い
続
け
ま
し
た
。

　

流
行
当
時
、
症
状
の
緩
和
を
目
的
と
し
た
対

症
療
法
や
感
染
予
防
と
し
て
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

行
わ
れ
て
い
ま
し
た（
図
1
）。
し
か
し
明
確
な
原

因
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
決
定
的
な
医
学
的

対
策
は
打
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

W
H
O
の
調
査
に
よ
る
と
、
全
世
界
で
の
罹り

患か
ん

者し
ゃ

数
は
、
当
時
の
世
界
人
口
の
25
〜
30
％
、
死
亡
者

数
は
約
4
千
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の

場
合
、
衛
生
行
政
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
内
務
省

衛
生
局
が
1
9
2
2
年
に
ま
と
め
た『
流
行
性
感

冒
』（
以
下
、『
報
告
書
』
と
記
載
）で
は
、

2
3
5
8
万
人
余
の
罹
患
者
と
約
38
万
8
0
0
0

人
が
死
亡
、
特
に
20
〜
40
代
が
最
も
多
く
死
亡

し
た
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
歴
史
人
口
学

が
専
門
の
速は

や

水み

融あ
き
らは

、
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
し
な
け
れ
ば
死
な
ず
に
済
ん
だ
で
あ
ろ
う

呼
吸
器
系
の
罹
患
者
の
存
在
を
踏
ま
え
て
検
討

し
た
結
果
、
約
45
万
人
余
が
こ
の
感
染
症
が
原
因

で
亡
く
な
っ
た
と
算
出
し
て
い
ま
す
。

　

感
染
後
の
経
過
で
す
が
、『
報
告
書
』に
よ
り
ま

す
と
、
潜
伏
期
間
は
1
〜
4
日
、
発
病
は

1
9
1
8
年
10
月
か
ら
1
9
1
9
年
に
か
け
て
の

流
行
で
は
、
1
日
か
ら
数
日
で
発
病
し
1
週
間
で
解

熱
し
ま
し
た
が
、
1
9
1
9
年
冬
か
ら
1
9
2
0

年
に
か
け
て
の
流
行
で
は
、
1
週
間
以
上
経
っ
て
よ

う
や
く
解
熱
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
解
熱
後
、
数
週
間
に
わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

症
状
が
出
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
主
な
症
状
と
し
て
、
ま
ず
は
悪
寒
戦
慄

（
不
快
な
寒
気
）と
発
熱
後
に
よ
る
肺
炎
、
そ
の
後

に
気
道
全
体
に
わ
た
る
出
血
性
炎
症
や
肺
の
浮

腫
、
出
血
や
壊
死
な
ど
、
そ
し
て
や
や
長
い
経
過

後
に
二
次
性
肺
炎
と
いっ
た
重
症
化
を
ひ
き
起
こ

し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
出
血
症
状（
鼻
出
血
や
呼

吸
器
以
外
の
臓
器
な
ど
）や
循
環
器
症
状（
不
整

脈
や
心
臓
発
作
、血
圧
低
下
、チ
ア
ノ
ー
ゼ
な
ど
）、

脳
炎
症
状
な
ど
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

栃
木
県
内
で
の
流
行
の
先
触
れ
と
宇
都
宮

― 

1
9
1
8（
大
正
7
）年
5
月 

―

　

さ
て
、
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
先
触
れ
の

よ
う
な
流
行
は
、
1
9
1
8
年
4
月
に
東
京
で

は
じ
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
栃
木
県
内
の
場
合
、
5

月
に
入
っ
て
ま
も
な
い
頃
、『
報
告
書
』に
よ
れ
ば

当
時
宇
都
宮
市
に
次
ぐ
県
下
第
2
位
の
人
口

（
3
万
7
9
5
8
人
：
1
9
1
7
年
末
時
点
）を

有
し
て
い
た
足
尾
町
全
町
で
感
染
が
ま
ん
延（
同

年
5
月
6
日
）。
さ
ら
に
罹
患
者
数
は
1
0
0
0

人
以
上
と
な
り
、
そ
の
多
く
が
足
尾
銅
山
の
労
働

者
と
そ
の
家
族
で
し
た（
5
月
7
日
）。

　

足
尾
で
の
流
行
を
伝
え
た
後
、
記
事
で
は「
流

行
性
感
冒
」へ
の
注
意
を
喚
起
し
て
い
ま
し
た
が

（
5
月
13
日
）、
5
月
下
旬
に
は
下
野
中
学
校（
現・

作
新
学
院
高
等
学
校
）や
宇
都
宮
市
内
各
所
で
相

次
い
で
感
染
が
確
認
、
6
月
に
は
県
立
男
子
師
範

学
校（
現
・
宇
都
宮
大
学
共
同
教
育
学
部
）の
寄

宿
舎
で
60
人
余
の
感
染
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た（
6

月
8
日
）。

本
格
的
流
行
の
は
じ
ま
り

― 

1
9
1
8（
大
正
7
）年
10
月 

―

　

県
内
で
の
本
格
的
な
流
行
が
は
じ
ま
っ
た
時
期

に
つ
い
て
、『
報
告
書
』で
は
10
月
初
旬
と
記
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
那
須
郡
金

田
村（
現
・
大
田
原
市
）役
場
の
事
務
報
告
で
も
、

自
村
で
の
感
染
の
は
じ
ま
り
を
10
月
初
旬
と
報
告

し
て
い
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
感
染
流
行
が
報
じ
ら
れ
た
の
は
、
集

団
で
の
生
活
や
行
動
が
多
い
軍
隊
や
学
校（
主
に

小
学
校
や
女
学
校
）で
し
た
。
10
月
上
旬
か
ら
中

旬
、
宇
都
宮（
姿
川
村
）駐
屯
の
陸
軍
第
十
四
師

団
野
砲
兵
第
二
十
聯れ

ん

隊た
い

で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
が

報
じ
ら
れ
ま
し
た（
10
月
19
日
）。
こ
の
記
事
が
、

現
在
確
認
で
き
る
県
内
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
本
格
的
な
流
行
を
伝
え
た
最
初
の

記
事
で
す
。
ま
た
、
県
立
宇
都
宮
高
等
女
学
校

（
現
・
県
立
宇
都
宮
女
子
高
等
学
校
）で
も
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
ま
す（
10
月
21
日
）。
ま
た
宇
都
宮

（
国
本
村
）駐
屯
の
第
十
四
師
団
歩
兵
第
五
十
九

聯
隊
で
は
、数
名
か
ら「
一
中
隊
」（
約
1
3
0
人
）

全
員
、
さ
ら
に
聯
隊
全
体
へ
と
感
染
が
拡
大
し
て

し
ま
い
ま
す（
11
月
1
日
）。
宇
都
宮
の
場
合
、

10
月
末
の
時
点
で
す
で
に
ま
ん
延
し
て
い
た
よ
う

で
、「
殆
ど
冒
さ
れ
ぬ
地
域
は
皆
無
の
状
態
」だ
っ

た
と
伝
え
て
い
ま
す（
11
月
1
日
）。

　

こ
の
頃
か
ら
、
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関

す
る
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
た

と
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
マ
レ
ー
半

島
で
大
流
行
し（
10
月
22
日
）、
一
方「
県
内
各
中

学
校
」な
ど
で
も「
流
行
し
つ
つ
あ
る
」が
、
今
回

の
は
そ
ん
な
に
大
流
行
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

と
楽
観
的
に
伝
え
て
い
ま
す（
10
月
24
日
）。
そ
し

て
、
10
月
26
日
の
記
事
で
は
じ
め
て
、
世
界
中
で

流
行
し
て
い
る
こ
の
感
染
症
が「
ス
パ
ニッ
シ
ュ　

イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」と
い
う
名
称
が
付
さ
れ
た
こ
と
を

読
者
は
知
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
内
務
省
衛
生
局
は
10
月
23
日

付
で
、
全
国
の「
各
地
方
長
官
」宛
に「
悪
性
感
冒

の
予
防
」に
関
す
る
最
初
の
通
牒
を
発
し
ま
す
。

そ
し
て
、
流
行
し
つつ
あ
る
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
対
し
て
、「
手
拭
を
以
て
口
腔
を
覆
ひ
他

人
に
迷
惑
を
か
け
ぬ
や
う
に
す
る
の
が
公
衆
衛
生

上
最
も
大
切
の
事
で
あ
る
」と
い
う
内
務
省
防
疫

課
長
の
談
話
も
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す（
10

月
28
日
）。
し
か
し
、
本
格
的
に
マ
ス
ク
着
用
が
は

じ
ま
っ
た
の
は
1
9
2
0
年
1
月
頃
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
す
で
に
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
猛
威

は
日
本
国
内
を
席
巻
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
紙
面
か

ら
も
伝
わ
り
、
こ
の
感
染
症
が
肺
炎
な
ど
を
併
発

し
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
知
る

こ
と
と
な
り
ま
す（
10
月
31
日
）。

感
染
の
拡
大
と

断
続
す
る
感
染
の
ま
ん
延

― 

1
9
1
8
年
11
月
〜
1
9（
大
正
8
）年
3
月 

―

　

11
月
に
入
り
、
空
気
が
乾
燥
し
寒
さ
が
厳
し

く
な
る
と
、
市
内
で
の
感
染
拡
大
が
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
市
役
所
で
は
、
市
長
を
は
じ

め
と
す
る
職
員
十
数
人
が
罹
患
、
銀
行
や
会
社

は
も
と
よ
り
、「
一
般
商
家
」で
の
感
染
の
拡
が
り

は
深
刻
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
、「
活
動
写
真
」

や「
芝
居
」は
平
時
よ
り
も
客
が
半
分
も
入
ら
ず
、

特
に
影
響
が
大
き
か
っ
た
の
は「
湯
屋
」（
こ
こ
で

は
銭
湯
の
こ
と
）で
、
臨
時
休
業
し
た
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
一
方
、
薬
局
で
は
解
熱

剤
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、す
ぐ
に
在
庫
切
れ
に
な
っ

た
と
も
報
じ
て
い
ま
す（
11
月
2
日
）。
ま
た
宇

都
宮
郵
便
局
で
は
、「
集
配
人
」「
十
五
、六
名
」

が
罹
患
、
郵
便
物
の
集
配
に
遅
延
な
ど
の
影
響
が

出
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て「
電
話
交
換
手
」も

数
名
が
罹
患（
11
月
4
日
）、「
宇
都
宮
監
獄
」で

も
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
ま
し
た（
11
月
8
日
）。

こ
う
し
た
感
染
の
拡
が
り
を
感
じ
さ
せ
た
の
は
、

亡
く
な
っ
て
火
葬
さ
れ
る
数
が
急
増
し
た
こ
と
で

す
。
一
日
に
執
行
で
き
る
限
度
の
5
人
を
超
え
る

日
が
続
き
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え

て
い
ま
す（
11
月
3
日
）。

　

宇
都
宮
で
の
感
染
拡
大
で
深
刻
だ
っ
た
の
は
、

軍
隊
と
学
校
で
し
た
。
と
り
わ
け
連
日
の
よ
う
に

報
じ
ら
れ
た
の
が
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
に
よ
る
休

校
で
し
た
。
12
月
に
入
る
と
、
休
校
を
伝
え
る

記
事
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
軍
隊
で
の
感
染
を
伝

え
る
記
事
が
出
て
き
ま
す
。
12
月
は
各
地
か
ら

新
兵
が
宇
都
宮
駐
屯
の
各
部
隊
へ
入
営
す
る
時
期

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
営
所
内
で
細
心
の
注
意
を

は
ら
っ
て
い
て
も
、
外
部
か
ら
の
感
染
経
路
を
完

全
に
遮
断
で
き
ず
感
染
が
拡
大
し
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

1
9
1
9
年
に
入
る
と
、
宇
都
宮
で
の
感
染

状
況
を
伝
え
る
記
事
は
大
幅
に
減
少
し
ま
す
。

感
染
が
以
前
よ
り
も
落
ち
着
き
つ
つ
あ
る
と
は
い

え
、
そ
の
一
方
、
海
外
で
の
感
染
状
況
が
伝
え
ら

れ
、
依
然
と
し
て
ま
ん
延
し
て
い
ま
し
た
。
3
月

に
入
る
と
感
染
状
況
を
伝
え
る
記
事
は
減
少
し

ま
す
が
、
雀
宮
村
で
の
流
行（
3
月
7
日
）や
豊

郷
村
在
住
で
感
染
を
き
っ
か
け
に
生
活
苦
の
末
、

自
殺
し
た
と
伝
え
る
記
事
が
見
ら
れ（
3
月
8

※
本
稿
で
の「
宇
都
宮
市
」と
は
、
現
在
の
行
政
区
域「
本
庁
」

（
宇
都
宮
中
心
部
）を
指
し
、「
宇
都
宮
」と
は
、
現
在
の
宇

都
宮
市
域
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ッコ
内
日
付
は『
下

野
新
聞
』記
事
の
日
付
で
す
。

特集 1

図
１　

ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の「
予
防
注
射
」を
勧
め
る
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
保
健
医
療
科
学
院
図
書
館
蔵『
流
行
性
感
冒
』よ
り
）

｢マスク｣と｢うがひ｣を呼びかけるポスター 
（国立保健医療科学院図書館蔵『流行性感冒』より）

図
２　

ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

　
　
　

ど
の
よ
う
な
時
に
感
染
す
る
か
を
伝
え
る
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　

  （
国
立
保
健
医
療
科
学
院
図
書
館
蔵『
流
行
性
感
冒
』よ
り
）

適格請求書等保存方式（インボイス制度）

特集1 スペイン・インフルエンザの流行と宇都宮



栃木県下におけるスペイン・インフルエンザの
罹患者数と死亡者数〈1918（大正7）年10月～1919（大正8）年1月〉

宇 都 宮
河 　 内
上 都 賀
下 都 賀
安 　 蘇
足 　 利
芳 　 賀
塩 　 谷
那 　 須
総 　 計

総人口 罹患数 死亡者数 致死率

60,193
112,150
153,674
212,282
93,408
106,297
123,388
83,094
159,463
1,103,949

18,805 
44,431 
50,198 
44,122 
3,333 
27,416 
46,626 
25,723 
52,883 
313,537 

305 
242 
630 
365 
50 
216 
362 
413 
610 
3,193 

1.62 %
0.54 %
1.26 %
0.83 %
1.50 %
0.79 %
0.78 %
1.61 %
1.15 %
1.02 %

栃木県下におけるスペイン・インフルエンザの
罹患者数と死亡者数〈1919（大正8）年2月16日～28日〉表2

※『下野新聞』1919（大正8）年3月21日付を基に致死率を追加 ※：『下野新聞』1919（大正8）年2月20日付を基に致死率を追加

宇 都 宮
河 　 内
上 都 賀
下 都 賀
安 　 蘇
足 　 利
芳 　 賀
塩 　 谷
那 　 須
総 　 計

罹患数 死亡者数 致死率

374 
969 
244 
576 
409 
1,479 
100 
143 
387 
4,681 

6 
34 
23 
51 
36 
44 
10 
16 
19 
239 

1.6 %
3.5 %
9.4 %
8.9 %
8.8 %
3.0 %
10.0 %
11.2 %
4.9 %
5.1 %

表1

5 December 2021 4

2
日
）、
感
染
が
残
す
爪
痕
の
深
さ
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。

感
染
拡
大
が
引
き
起
こ
す

死
亡
者
数
の
増
加

　
『
報
告
書
』に
よ
る
と
、
1
9
1
8
年
10
月
か

ら
1
9
1
9
年
3
月
ま
で
の
栃
木
県
内
の
罹
患

者
数
は
33
万
2
7
1
2
人
、
死
亡
者
数
は

4
2
3
7
人
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
大
正
6
年

末
時
点
で
の
栃
木
県
内
の
総
人
口
が

1
1
0
万
3
9
5
0
人
だ
っ
た
の
で
、
総
人
口
の

約
3
割
が
罹
患
し
た
こ
と
に
な
り
、
ス
ペ
イ
ン
・
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
い
か
に
大
流
行
し
た
の
か
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。

　

で
は
宇
都
宮
市
の
場
合
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
残
念
な
が
ら
、
当
時
の
統
計
資
料（『
宇

都
宮
市
事
務
報
告
書
』や『
栃
木
県
統
計
書
』）に

は
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
関
連
す
る
呼
吸

器
系
疾
患
に
よ
る
死
亡
者
数
は
掲
載
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
幸
い
、『
下
野
新
聞
』に
1
9
1
8
年
10

月
か
ら
1
9
1
9
年
1
月
ま
で
の
県
内
各
郡
市

に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
罹
患
者
と

死
亡
者
数
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
記
事
を
基
に
ま
と
め
た
表
１
か
ら
感
染
状
況

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

宇
都
宮
市
の
場
合
、
1
9
1
7
年
末
時
点
で

の
総
人
口
に
対
し
て
約
3
割
強
の
1
万
8
8
0
5

人
が
罹
患
し
、
そ
の
う
ち
亡
く
な
っ
た
の
が

3
0
5
人
、
死
亡
率
は
1.
62
％
で
県
内
で
最
も

高
い
の
が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
1
9
1
9
年
1

月
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
他

に
、
百
日
咳
や
麻
疹
が
子
ど
も
た
ち
の
間
で
流
行

し
、
1
月
だ
け
で
1
1
3
人
が
亡
く
な
り
、
そ
の

原
因
の
多
く
が
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る

「
肺
炎
心
臓
病
」だ
っ
た
と
記
事
は
伝
え
て
い
ま
す

（
2
月
7
日
）。
一
方
、
宇
都
宮
郊
外
に
位
置
し
、

現
在
の
宇
都
宮
市
域
を
構
成
す
る
町
村
が
多
く

属
し
て
い
た
河
内
郡
内
で
は
、
死
亡
率
が
県
内
で

最
も
低
く
0.
54
％
で
す
。

　

さ
ら
に
、
1
9
1
9
年
2
月
16
日
か

ら
28
日
ま
で
の
約
半
月
で
の
県
内
各
郡

市
に
お
け
る
罹
患
者
数
と
死
亡
者
数

を
ま
と
め
た
表
２
を
見
る
と
、
宇
都
宮

市
で
亡
く
な
っ
た
の
が
6
人
で
死
亡
率

は
1.6
％
と
表
１
の
統
計
と
ほ
ぼ
変
わ
り

ま
せ
ん
が
、
河
内
郡
で
は
34
人
が
亡
く

な
り
、
死
亡
率
は
3.5
％
と
上
昇
し
て
い

ま
す
。
他
の
地
区
を
見
ま
す
と
、

1
9
1
8
年
10
月
以
降
、
死
亡
率
が

高
い
状
態
に
あ
っ
た
農
村
部
の
塩
谷
郡

で
は
、
罹
患
者
数
は
減
少
傾
向
で
す
が

死
亡
率
は
11.
2
％
と
高
く
、
同
じ
く

農
村
部
の
芳
賀
郡
も
死
亡
率
が
1
月
末
ま
で
と

比
べ
て
高
く
な
って
い
ま
す
。
こ
こ
だ
け
で
判
断
す

る
の
は
危
う
い
で
す
が
、
1
9
1
9
年
に
入
り
ス

ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
強
毒
化
し
、
死
亡
者

が
増
え
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

マ
ス
ク
着
用
の
奨
励
と

予
防
接
種
の
実
施

　

飛
沫
感
染
の
恐
怖
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
記
事

で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た

め
、
1
9
2
0（
大
正
9
）年
1
月
に
内
務
大
臣

名
で
感
染
予
防
に
関
す
る
訓
令
を
出
し
、
ま
た

内
務
省
衛
生
局
は
予
防
標
語
を
作
成
し
、
キ
ャッ

チ
コ
ピ
ー
を
つ
け
た
ポ
ス
タ
ー
と
併
せ
て
各
道
府
県

に
配
布
し
ま
し
た（
図
3
）。
訓
令
で
は
、
マ
ス
ク

（
当
初
は「
呼
吸
保
護
器
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
）

の
着
用
や
病
人
の
隔
離
、
そ
し
て「
予
防
注
射
」の

励
行
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
マ
ス
ク
着
用
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
高

等
女
学
校
や
愛
国
婦
人
会
な
ど
に
マ
ス
ク
を
作
っ

て
も
ら
い
、
廉
価
で
の
販
売
あ
る
い
は
無
償
配
布

を
勧
め
て
い
ま
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
大
流
行
が
き
っ
か
け
で
、
日
本
で
は
マ
ス
ク
を
す

る
習
慣
を
身
に
つ
け
た
と
言
わ
れ
、
当
時
の『
下

野
新
聞
』掲
載
の
写
真
を
見
ま
す
と
、
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
い
る
軍
人
た
ち
や
大
人
た
ち
の
姿
が
確

認
で
き
ま
す
。

　
一
方
、「
予
防
注
射
」に
つい
て
は
、
当
時
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
原
因
に
諸
説
あ
る
中
で
、
数
社
か
ら

内
容
の
異
な
る
ワ
ク
チ
ン
が
製
造
さ
れ
、
政
府
の

呼
び
か
け
等
で
総
人
口
の
約
1
割
に
あ
た
る

5
0
0
万
人
余
が
接
種
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。『
報
告
書
』で
は
、
予
防
接
種
済
の
患
者
は

未
接
種
患
者
に
比
べ
、
肺
炎
に
な
る
割
合
が
低
い

と
い
う
結
果
が
載
っ
て
い
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

症
は
抑
え
ら
れ
な
く
て
も
、
重
症
化
を
引
き
起

こ
す
二
次
性
肺
炎
に
は
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

よ
る
副
反
応
も
確
認
さ
れ
、
接
種
者
の
約
2
割

が
仕
事
を
欠
勤
し
た
と『
報
告
書
』に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

感
染
拡
大
の
要
因

　

栃
木
県
内
で
は
ど
の
よ
う
に
感
染
拡
大
し
て

い
っ
た
の
か
を
分
析
し
た
記
事
が
載
っ
て
い
ま
す

（
1
9
1
9
年
2
月
20
日
）。
記
事
で
は
、
県
内

に
お
い
て「
十
月
該
病
発
生
以
来
、
病
者
ま
た
は

疑
ひ
あ
る
者
に
対
し
て
は
、
速
か
に
医
師
の
診
断

を
受
け
隔
離
等
を
督
励
し
つつ
、
予
防
に
努
め
注

意
」し「
印
刷
物
を
配
布
」し
て
き
ま
し
た
が
、「
発

生
当
初
に
あ
り
て
は
、
何
れ
も
之
を
軽
視
す
る

傾
向
あ
り
て
、
予
防
上
注
意
す
る
も
の
極
め
て
少

く
、
十
一
月
下
旬
に
至
り
漸
く
流
行
の
度
を
加
ふ

る
と
共
に
、
別
居
ま
た
は
隔
離
」を
行
う
よ
う
に

な
っ
た
と
述
べ
て
い
ま
す（
記
事
の
句
読
点
は
引
用

者
）。

　

そ
し
て
感
染
拡
大
の
経
路
に
つ
い
て
は
、
県
内

で
最
も
早
く
発
生
し
た
の
は
宇
都
宮
だ
と
述
べ
、

「
漸
次
、
小
山
・
栃
木
方
面
に
蔓ま

ん

延え
ん

。
十
一
月
五

日
ま
で
疾
風
の
如
く
芳
賀
塩
那
等
鉄
道
線
路
に

添
へ
て
各
市
街
地
に
猖

し
ょ
う

獗け
つ（
引
用
者
註
：
猛
威
を

ふ
る
う
こ
と
）を
極
め
、
さ
ら
に
十
二
月
に
入
り
て

は
、
市
街
地
よ
り
田
園
各
地
に
鉾
を
向
け
、
十
一

月
下
旬
よ
り
十
二
月
上
旬
ま
で
県
下
の

毎
戸
就
床
せ
ざ
る
も
の
な
き
に
至
り
」

と
感
染
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
1
9
1
9

年「
一
月
初
旬
ま
で
、
流
行
状
態
を
変

じ
て
悪
性
の
度
を
加
へ
死
亡
す
る
者
多

く
、
其
後
漸
く
終
熄
の
域
に
入
っ
た
」と

述
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
記
事
で
は
4
点
の
重
要
な
指
摘

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
①
発
生
当
初
は
ス

ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
を
軽
視

し
、
予
防
に
努
め
る
人
た
ち
が
少
な
か
っ

た
こ
と
、
②
学
校
や
軍
隊
な
ど
集
団
生
活
で
の
ク

ラ
ス
タ
ー
発
生
、
③
鉄
道
を
通
じ
て
感
染
が
拡
大

し
た
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
、
④
人
口
の
多
い「
各

市
街
地
」か
ら
農
村
部
へ
の
感
染
拡
大
で
す
。
特

に
③
と
④
に
つ
い
て
は
、『
報
告
書
』で
も
ほ
ぼ
同

じ
指
摘
が
さ
れ
、「
一
般
の
注
意
を
惹
く
時
に
於

て
は
既
に
病
毒
は
全
市
に
瀰
蔓マ

マ

し
数
日
な
ら
ず
し

て
全
市
民
の
大
半
を
襲
ふ
」と
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
恐
ろ
し
さ
も
指
摘
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
点
は
、
鉄
道
に
よ
る
人
の
移
動
と
密
な
る
空
間

に
よ
っ
て
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
こ
と
を

示
し
て
お
り
、
現
下
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
感
染

拡
大
の
要
因
と
重
な
り
ま
す
。
こ
こ
に
、
歴
史
を

知
る
こ
と
の
大
切
さ
が
あ
り
ま
す
。

「
忘
れ
ら
れ
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」

　

1
9
2
1（
大
正
10
）年
1
月
、
内
務
省
衛
生

局
は
こ
れ
ま
で
の
知
見
等
を
踏
ま
え
、
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
に
実
行
す
べ
き
こ
と
を『
流
行
性
感

冒
ノ
予
防
要
項
』と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
し

て
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
、
同
年
に

終
息
し
て
い
き
ま
し
た
。
で
は
な
ぜ
、
ス
ペ

イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は「
忘
れ
ら
れ
た
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
」と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
・
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
直
接
的
な
死
因
と
し
て
分

類
す
る
こ
と
の
難
し
さ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
『
報
告
書
』に
よ
る
と
、
内
閣
統
計
局
が

ま
と
め
た『
日
本
帝
国
人
口
動
態
統
計
』で

は
、「
流
行
性
感
冒
」に
よ
る
死
因
統
計
の

「
約
六
割
」で「
呼
吸
器
疾
患
特
に
肺
炎
及

気
管
支
肺
炎
の
死
亡
者
に
包
含
」さ
れ
て
い

た
と
述
べ
て
い
ま
す
。『
報
告
書
』と『
日
本

帝
国
人
口
動
態
統
計
』で
の
死
亡
者
数
は

約
16
万
人
異
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
両
者
に

よ
る「
流
行
性
感
冒
」の
定
義
上
の
違
い
な

ど
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
誘

因
と
考
え
ら
れ
、
直
接
的
死
因
と
し
て
明
確
に

記
録
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
資
料
は
現

時
点
で
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
陸
軍
内
の

衛
生
関
係
の
統
計
資
料
で
あ
る『
陸
軍
省
統
計
年

報（
衛
生
ノ
部
）』で
は
、「
流
行
性
感
冒
」の
他
に

1
9
1
9（
大
正
8
）年
か
ら
は「
流
行
感
冒
性

肺
炎
」と
い
う
項
目
が
追
加
さ
れ
、「
流
行
性
感

冒
」に
注
視
し
た
分
類
が
行
わ
れ
て
い
た
点
は
注

目
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
歴
史
教
育
の
場
で
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
を
教
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と

も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
歴
史
教
育

の
み
な
ら
ず
、
た
と
え
ば
各
自
治
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。
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